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ベ ル テ ロー の 熱 化 學 よ り
現 代 の 熱 化 學 へ(講 演)
堀 場 信 吉
本 誌 一部 の 護 者 の希 望 に よ り本 誌 の數 頁 を 割 い て 研 究 的 記 事 以外
幾 分 通 俗的 化 學 記 事 を 載 す る事 に しナニ。 本 編 は1VtarcellinBerthelot
{1821-1901)の生 誕 百 年 の 記 念 講 演 會 に 於 け る舊 稿 で あ る、
學 界 の 偉 入 ベ ル テ ロー 先 生 の偉 大 な る入 格 業 績 に就 て は 只 今 蘊 長
か ら御 話が あ り ま し牝 が 私 は ペ ル テ ロー 先 生 の 業 績 の 中 最 も化 學 の
進 歩 に貢 献 の あつ?二而 して 叉 同先 生 の 最 も力 を致 され ナニ問 題 の 一 つ
で あ る熱 化 學 に就 て 先 生 の 偉 業 の趾 を忍 び 而 して 夂 其 の研 究 か ら如
何 に して今 日の熱 化 學 が 生 み 出 され ザニか に就 て暫 く考 へ て 見度 い と
思 ひ ます。 これ は先 生 の 生 誕 百年 を記 念 す る事 に 於 て 吾kの 最 も愉
快 な る仕 事 の一 つ と思 ひ ます。
誰 か か 申 しナニ事 で あ ります か 人 間 か 他 の 動 物 と異 る糠 に褒 逹 した
の は 火 を作 る事 を見 出 い こか らで あ る と云つ て ゐ ます.實 際 古代 に
於 て は 火 と云 ふ もの は極 めて 木 切 な もの で あつ 割 古 代 の 人類 は恐
ら くは 天 然 自然 に生 じ?こ火 を 捉 へ τ 其 を 大 切 に保 存 して 之 を利 用 し
14=6の で あ ・ ・ しや ・・ 從 つ τ 火 腓 常V二貴 ・ ・の 即 ・椛 しT
tめ た亭 は 何 處 の 國民 に も原 始 時 代 に は あつ た 事 で あ ります。 偖 て 其
1倣 を人間が鵬 や期 他の触 で容易酢 。事観 出 し眦 を,
1常 生活に利肌 て人類の生活が働 と向上齦 しr、のであり甑
1其 の火 と云 ふ もの は 云 ふ まで も無 く燃 焼 と云 ふ化 學 反 應 で あつ て火
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(2) (堀揚信吉)Kル テ・一の熱化學より現代の熱化學へ
の 利mは 化 學 反 應 に よつ て發 現 す る エ ネル ギー の 利 用 に他 な らな い
の で あ り ま す.實 際 現 代 の文 明 も實 に この 化 學 反 應 の エ ネ ル ギー の
利 用 の 他 で な い と云 ふ 準 が 出 來 ます。
化 學 反應 の中1_i3iX3'人間 の 力 で コ ン トロー ル出 來 な い もの が多
い。 即 ち生 物 の 生 活 現 象 の 如 きや は り化 學 現 東 の 他 な らな いの で し
や うか今 日の學 術 の 進 歩 を 以 つ て して は 尚 ほ其 の 一 端 を窺 ふ の み で
伺 ほ大 な る融秘 の 世 界 で あ り ます が 人 間 が 人 爲 的即 ち人 間 の 力 で化
學 反 慮 を應 用 して ゐ る の に 二 樣 の 種 類 が あ り ます。 一 つ は物 質 問の
化 學 反 庶 を 應 用 して 新 しく入 間 に 必要 な る物 質 を 造 る と云 ふ 事 で あ
り ます。 染 料 の 合成 とか セ メ ン トを 造 る とか 人 造 絹糸 を作 る とか 云
ふ 事 で あ ります。 他 は 化 學 反應 に よつ て 生 す る エ ネ ル ギー の利 用 即
ち 燃焼 とか爆 發 とか で あ ります。 前 者 の 化 學 反應 の 利 用 は近 代 生活
に盆聖重要 を 加 へ て參 りま しt_が後 者 は 賓 に近 代 文 明 を 生 み 出 した漂
で あ り ま す。
化學 反 應 を 吟 味す るに も等 し くこの 二 檬 の 見 方 か あ り ます.一 つ
は 化學 反 應 で何 ふ 云 ふ 風 に物 質 が 變 蓬 す るか。 他 は 其 の 化 學 反應 に
俘 ふ エ ネ ル ギー の變 暹 が 如 何 と云 ふ 問題 で あ り ま す,例 へ ば酸 素 と
水 素 か ら水 が出 來 る。
H,+i2・、一H,・
出 來 ナニ水 は酸 素・水 素 とは 全 々異つ 牝 新 しい物 質 で あ ろ。 この反 應 を
酸 素 水 素 か ら水 が 出 來 る。 又 何 樣 の 條 件 で何 程 の 水 が 出來 るか とs
ふ の か 一 つ の吟 味法 で,叉一 方 酸 素 と水素 か 作 用 して 水が 出來 るガ 其
の 時 非 常 の エ ネ ル ギー を外 に 出す,其の エ ネル ギ.p)變 遍 は如 何 とY.
ふ のが 他 の吟 味 の方 法 で あ り ます。 炭 素 と酸 素 との 化 合 に於 て も同
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C十〇z=CO:
炭 素 は 燃 え て あ と方 も無 く二 酸 化 炭 素 な る瓦 斯 に變 る。 此 の 際 前 の
例 と同 樣多 大 の エ ネ ル ギー を外 に出 す。 此 の 熱 が 先 に 問題 と し窪燃
燒 の 熱 であ りま す。 之 か ら見 る と化 學反 應 は化 學反 應 で新 しい物 質
を 生成 す る事 の み で は な く其 の 化 學 反 應 に俘 ふ エ ネル ギー の 變 化 と
云 ふ 事 が 非 常 に重 大 の事.であ る事 が 解 り ます。 凡 て の 化 學 的 反應 に
は この エ ネ ル ギ ーの 變 化 が俘 ひ ます。 叉 物質 の 默 態 變 化 例 へ ば 固 體
が 液態 に な の又 氣 態 に な る時 の如 き叉 同素 體 間 の 變 化,又溶 解 の 現 象
の 如 き凡て エ ネル ギ ー の變 化 が俾 ふ もの で あ つT.其の エ ネ ル ギー を
熱 と して測 定 し研 究 す るの が 所 謂熱 化學 で あ ります。 この 熱 化 學 は
實 に ベル テ ロー 先 生 に よつ て始 めて 大成 され 仁 化 學 の 一 大 部 門 で あ
りま して 其 れ が 化 學 上 い か に 意義 の深 い もの で あ るか は兮 更 多 言 を
要 しな い と思 ひ ます。
今再 び 簡 單 な る
C十〇g=COo
な る化 學 反 應 に 注 目 して 見 ます。 この 一 つ の 化 學 反 應 に於 τ 自然 の
二大 法 則 が 明 か に解 る。
工 物質 不 藏 の 定 律,
これ は 中 學 化 學 歡 科 書 の 一 .頁に あ ります。 炭 素 か燃 えて 無 くな
つ 究樣 に見 へ るか 然 し無 くな るの で は無 く化 學 反 應 の 前 後 に 於 て 其
に與 る物 質 の質 量 は 不 變 で あ る。 何 の樣 な 復 雜 な.反慮 で も叉 何 の 糠
の 微妙 の 反應 で も吾 人 の 經 驗 の範 圍 に於 て は 此 の 法 則 は 正 しい もの
で あ り ます。
IIエ ネnギ ー不 減 の法 則.
エネ ル ギー は無 か ら生 じな い。 又 有 る エネnギ ー は決 し℃ 淌失 し
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(4) 〔堀 揚 信'吉〕 ペ ル テ ローの 熱化 學 よ り現 代 の熱 化學 へ
な い。C十 〇,=CO,十熱 の 此 の 熱 は 此 の 反 應 で 新 し く生 じ弛 工:pJLギ
リ
ー で は無 い.始 め か ら炭 素・酸 素 に含 まれ て ゐナニエ ネル ギー と新 に出
來 ナニニ酸 化 炭 素 の 有 す る エ ネル ギー との 差 が熱 とて 外 に 現 れ た と云
ふ 事 の 他 に 過 ぎ な いの で あ り ます.化 學 反 應 に よつ て新 し くエネ ル
ギ ー を作 り出 し牝 と云 ふ もの で は決 して無 い。 此 の 法 則 も理 屈 では
無 く吾 人 が 經 驗 上 得 た 宇 宙 の 法 則 で あ り ます。
此 の エ ネ ル ギ ー 不滅 の 法 則 は 吾人 は 熱力 學 の 第一 法 則 と申 して 居
る もの で あ り ま して 此 の 法 則 を 熱化 學 の 問 題 に 實 地 に 應 用 して種h
の 化 墨 反應 に親 て 其 の 熱 の 出 入 を定 量 的 に測 定 並 に 計算 しナこの は ペ
ル テ ロー先 生 の 業 績 で あ りま す。
マー ス レ ン・n/L7ロー が熱 化 學の 研 究 を始 め た の は1865年かれ が
三 十 八 歳 の 時 か らの 事 で あ り ます。 此 の時 彼 は 彼 以 前 の熱 化 擧 の仕
事 を經 め理 論 的 の 論 義 を興 へ其 の後 八 年 を經 て 彼 の 實 驗 的 の仕 事が
始 ま り約 二 十 年 闘 經綾 して 實 に厖 大 な る研 究 成 績 を 殘 した ので あ り
ま す.
近 世 化 學 は 十 八 世 紀 の末 か ら十 九世 紀 の始 め にか けて 異 常 な る童
展 を 致 しま した。 ペ ルTロ ー の熱 化 學 的 研 究 を始 め た 年 を1865年と
す る哮 其 の 翌 年x:eke"eがか の 有 名 な るベ ンゼ ンの構 遣 論 を蝿 して有
機 化 學 の 非 常 な る 進 歩 發 達 を せ しめ7こ時 で あ りベ ル テ ロー が弧 熱化
學 の 實驗 に 着 手 して後 に邇 べ る ベル テ ロー の法 則 を盆3主張 しテニの を
ユ875年とす る と丁 度van,tHo旺か かの 有 名 な る立 體 化 學 の 論 文 を 書 い
た 時 の事 で あ り,大化 學 者Liebigが七十 一歳 に して死 んi`(187)時分
の 事 であ る。 此 れ だ け の話 で其 のPt代の化 學 の 歩 み が解 る事 と思 ひ
ます。 熱 化 學 はA日 の 物 理 化 學 の重 嬰 な る一 部 門 で あ ります か 其 の
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つJ一の で 批 の 時 か ら約 十 年 の 後.vudtHoflの溶 液 論(]385Jムπheniu5の
電 離 論(1887)¥Tetnetの電 溶 壓 論118881δ9}等か ら してA日 の 物 理 化 學 が
組▽み 立 て られ た の で ベ ル テ ロ ー は 實 にA日 の 物 理 化 學 の 先 軆 者 で あ
り ま す。
ベ ル テ ロ ー の 熱 化 學 の 法 則 と云 ふ の は.第一 は エ ネ ル ギ ー 不 減 の 法
則 を 化 學 反 應.に應 用 しナニもの で あ る。 化 學 作 用 が 外 に 陶 つ て 仕j2
し な い 時 其 の 熱 効 果 は 系 の 始 め.と終 り の 歌 態 に て 定 ま り 其 の 道 行 に
は 關 係 し な い.と云 ふ 事 で あ る。
八一 →B十4
AがBに 變 りgな る熱 を 出 す。 今
A一+Q}r
C一 →B十8
却 ちA.がCに な りr;;る 熱 を 出 し又CがBに な り8な る熱 を 出 す と
す る 時
T十母己9
で あ る と云 ふ の で あ る、 こ れ は ペ ル テ ロ ー 以 前 に 既 にHemが150
年 に 逑 べ た 事 で あ るが κ ル テ ロ ー が 實 驗 的 に 此 の 法 則 を 明 に し?この
で あ り ま す.こ れ は エ ネ ル ギ ー 不 滅 の 法 則 か ら 考.へて 見 た ら明 か な




.第二 の 法 則 は 所 謂 吾 人 が ベル テ ロー の 法 則 と韆 へ る もの で 最 も有 名
の もの で.ありま す。 即 ち
一(簿 演〕一
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CB) (堀措信吉)Kル ナロ冖の黙化箪より現代の熱化學へ
外 よ り エ ネル ギー の 助 け な しで は 一 般 に化 擧 反應 は極 大 量 の熱 を
出 す 成 生 物 を 作 る様 な 系1ご向ふ。 簡 軍 に 云 へ ば 化 學 反 應 は熱 を 出す
方 向 に進 む と云 ふ 事 で,言ひ 換 ふ れ ば化 學 親 和 力 の 尺 度 か 化學 反應 で
生 す る熱 と云 ふ 事 に な り ます。 實 際 吾 人 の經 驗 で は 室 温 で は 大多 数
の 化 學 反 態 は熱 を 出 す 方 向 に進 む もの で あ り即 ち出 熱 反 應 が 自然 に
進 行 す る。 而 して そ の 反 應 で生 す る熱 の 量 ガ親 和 力 の 尺 度 に な る事
は 次 の 例 を取 つ て見 て も解 る。 今 カ ル シ ウ ムr鉛・水銀 の酸 化 物 の 生成
熱 を 見 る。
caorboxso
生 成 熱131,XOOcaユbO,000(圏 ユ31,000cal
CaOは水 素 氣 流 中 にて 赤熱 して も分 解 せ ぬ,PbOは それ 自身 を熱 し
て も分 解 せ ぬ が 水 素 氣 流 中 で は分 解 す る。HgOは それ 自身1Pし て
も分 解 す る。 即 ち此 等 の 金 贋 と酸 素 との親 和力 は 大 鶺 その酸 化 物 の
生 成 熱 の 順 序 に なつ τ 居 ます。
偖 而 ペ ル テ ロー は此 の 法 則 の證 明 の 爲 め に か の驚 くべ き廣.範園 に
亘 る熱 化 學 的 測 定 を 行 つ九 の で あ る。 即 ち 各種 物 質 の 比 熱 の 測 定燃
燒 熱,生成 熱溶 解 熱 等 非 常 な る多 數 の研 究 業 績 を發 表 して 居 る。 其 の
結 果 は1891年Thermoehimie,Donn'eesetLownum'erique;,二卷 各 冊800頁
以 上の もの に ま とめ られて 居 る。 此 の 大 い 書 物 が こ とご と く熱 藍 の
測 定 の結 果 で あ り叉 熱 値 は 一個 の 數 値 を與 へ るに も極 め て 大 な る蒡
力 の 要 す る研 究 で あ る事 を 思 ふ と其 の 努 力 か 卯 何 に大 い もので あつ
た か か 想 像 出來 ま す。
熱 化 學 数 値 の 測 定 に就 て は獨 乙 で は ペル テ ロー以 薊 か らJ.Thσ皿脚
が 研究 を は じ め て ゐ た。9,PしTho!㎜の 方 は只 一人 で 研究 を績 けて
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を しナこの で あ り ます。 然 しA日 の 熱 化學 的 の 数 値 は 今 尚 ほ その大 部
分 は この二 學者 の 研究 に 員 つ て ゐ るの で あ り ます.ベ ル テ ロー の 研
究 の 目的は 勿oｮ,uれの法 則 の 趙 明 に あつJ二が 學 界 に殘 い こ不 滅 の効
績 纛 實 に其 の實 驗 数 値 で あ り ます。 而 して其 等 の 數 値 が 其 の 後 の 化
學 の 研 究 に 如 何 に重 要 な る効 果 を齎 した か は今 此 處 に=r一:る迄 も無
い 明 か な 事 と思 ひ ます。 爾 ほ此 處 に 一言 して 置 き た い の はn'JYテロ
ー が熱 化 學測 定 に 用 ゐ ナこ装 置 の 中 で 特 に燃 境 熱 の 測 定 に用 ゐi=器で
Aに ペ ル テ ロ ーの 求 ンブ と穩 して 現 に燃 境 熱 の 測 定 に は 之 を 用 ゐて
ゐ ます{設明除 く}。
偖 てA迄 に 述 べ ま し牝 ベ ル テ ロー の法 則 は全 く疑 義 な しに 受 け 入
れ ら・れ る もの で しや,か 。 自然 に進 行 す る化 學 反 應 は 全 く出 熱 反 應
の みで しや うか。 否.買際 吸 熱 反 應 も存 在 して 居 る。 例 へ ば寒 冷 鮒 と
して
Ta_SO,・iox,o十HCI一一→2NaC1十IOH,O十H,SO,
の 反 應 の 如 き吸 熱 反 感 で あ る。.双一 般 に解 離 反 旌 に 於 て
超;=三A+B
AB一一+A十B十9(R,
(ajの反廬 で4の 熱 を 出 した とす る時 その 反 對 に
A十B一一レ五B-q(b)
甸 の 反慮 に於 て は4の 熱 を 吸 牧 す べ き筈 で あ る。(b)の反 應 は 明か に
吸熱 反 慮 で な くて 体 な り ませ ん。 貰際 の例 を探 つ τ 見 ませ ふ.
m;± 麦H,+js
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此 の 表 か ら明 か な 如 く低 い 温 度 で はHIが 安 定 で あ ㊨高 温 度 に な る
に從 つ て 多 く分 解 す る。 而 してHIの 生 成 熱 は 極 め て 小 で34f1ｰ以下
で は 吸 熱 反 應 で あ り其 れ 以 上 で は 出 熱 反 應 で あ る。 從 つ て 反 應 熱 は
明 か に 水 索 と沃 素 との 親 和 力 を 示 して 居 り ま せ ぬ.水 も同 傑 高 温 度
で は 分 解 す る,
1000ｰ1500ｰ4000ｰ2500ｰ
分 解 率0.00003{=.92210.58SO3.980fio
購 高温度では聊 → 恥 包 が騾 嘩 行栃 のであり甑
さitばベ ル テ ロー の 逑 べ 九 如 く一 般 に 化 學 親 和 力 を そ の 反應 熱 で
汲11る事 は 出 來 ませ ぬ。
水 はr.,;きよ り 自然 に低 きに 流れ ます。 即 ち ボ テ レシ ャル ェ ネル ギ
ーか 遐 少 に な る樣 に進 み ます。 此 れ と類 似 的 に熱 も温 度 の高 い處 か
ら低 い慮 に 流 れ ます。 之 は 自 然 に行 は れ る法 則 で あ つ て宇 宙 間 の變
化 か よ り安 定 の 歌 態 に 進 む と云 ふ事 を示 す もの で あ り ます。 齔 れ は
前 述 の エ ネル ギ ー不 減 の 法 則 には 含 まれ て 居 ぬ 宇iliPugの別 法 則 で
あ り ます。 吾 人 は此 の 法 則jP力 學 の 第 二 法 則 と稱 へ ま す.
化 學 反 應 も自然 に行 は る 」變 化 で あ つ て この宇 宙 の 大 法 則 に攴 配
され て ゐ ます。 化學 反應 が 最 も安 定 な る系 に遞 む の は 必 し も熱 を 多
く出す 系 へ と進 むの で な く外 に向つ て 仕 事 を 成 し得 る言 ひ 換 へ る と
系 の 自由 エ ネ ル ギー の 極 少 に な る檬 に 進 むの で あ る。 外 に 向つ て な
す 極 大 仕 事 の 量 又 は 自 由 エ ネル ギーの 減 少 が 其 の 系 の 親 和 ヵ の本 雷
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(堀揚信吉)ペ ルテn一の熱化學より現代の熱化學、 (9)'
に され ま しナニ.
之 れ は今 日正 しい化 學栽 和 力 の 尺 度 と され て ゐ ま す か 今 これ を委
し く どの據 に して測 定 し得 る もの で あ るか を 巾 しあ ぐる時 間 か あ り
ませ ん。
さて 然 らば ペ ル テ ロー の 法 則 は 全 く誤 りで あ つ た で しや うか.實
際 上 大 多 數 の 自然 に進 む 化 學 反 應 か 出熱 反應 で あ る と云 ふ 事 叉 多 く
のAは 大 凡の 親 和 力 が その 反 應 熱 で推 定 が 出來 る事 等 を 考へ て見
る と其 處 に何 等 か の 眞 理 が 存 在 して 居 らね ば な り ませ ぬ。Nernstの
烱 眼 が よ く この 宇 宙 の 眞理 を洞 察 す る事 が 出來 て19061.F一二ル テ ロー
の 法 則 は 繦 對 零 度 附近 に於 て 正 しい1但し固態 液態 系 に 於 て〕と考 ヘナこ.
此 れ に も又 理 屈 は無 く経 驗 的 の事 賓 として考 へJ二の で あ り}し て此
の 法 則 で削 に遒 べ 牝 ベ ル テ ロー の 法 則 に對 す る困 難 の 點 を 至 く除 き
去 る事 か出 來 て 化 學 親 和 力 と云 ふ ものの性 質 を盆 嗣 か にす ろ事 が 出
來 る様 に なつ た の で あ り ます。 此 の ネル ン スFの 法 則 を吾 人 は 熱 力
學 の 第 三 法 則 と稱 へ ます』
この 法 則 も今 委 し く述 べ る睥 間 は あ り ませ ん が ネル ン スFの 熱 定
理 か ら化 學 親 和 力 を 熱 値 か ら計算 か 出 來 る樣 に な り ま しナこ。
L1十B=G
と云 ふ 反 應 が あ つ た とす る。 其 の親 和力 は ネ ル ン ス トの 法 則 か ら
親耡考灘 義於・飜螽繋 嶺・雛 毬蟲紹
の形 で 求 め られ る。
一 體 吾k物 理 化 學 を究 め て ゐ る者 の理 想 は 凡 て の 化 學 反 應 が 理論
的 に解 釋 を 下 し得 る事 で あ りま す。 即 ち 上記 形 の 反 應 で あ つ ザニらA,
B,Cと云.;.物質 の特 性か ら上 記 の 反 應が 與 へ られ 距條 件で 何 れ 轄 け
進 行 す るか と云 ふ 事 をA,B,Cの 物 質 の 特 性 か ら實 驗 の敷 値 を また
一(講 演)一
-'.2回 酌-■ ■一. ・.一 唱_.童_
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(10) (堀樮同言吉)ベ ルテローの熟化季より現代り熱化畢へ
す 計 算 の 出來 る事 で あ り ます。 之 れ に は ネル ン ス トの 法 則 は 實 に そ
の理 想 に進 む べ き一 大進 歩 を 示 して 居 り ます、
上 に擧 げ た式 を 見 ま して も明 か で あ る如 く化 學 親 和 力 を 示 す式 の
第 二,第三項 は 共 に 反 應 に 係 る告 成 分 の 特 性 の み に 闢 して 居 る もの で
し
成 分 相 互 聞 の 闕係 の 数 値 は含 ん で ゐ ませ ん。 只 第 一 頂 の み は今 の廊
あ る温 度 の 實 驗 的 の 反應 熱 か ら求 め る他 に充 分 の 方 法 が あ り ませ ん。
これ も將 來 は 各成 分 の 特 性 か ら算 出 が 出 來て 化 學 親 和 力 が 全 く理 論
的 に奥 へ られ る 日が 來 るか も知 れ ませ ん。
か くの如 くべ 」ル テ ロー の熱 化學 は 其 の 烱 眼 よ く宇宙 の 眞 理 を 洞 察
して後 に釐 く碩 學 に よつ て 其 の効 績 を食 醴威大 な ら し めて 現 代 の 熱 化
學 に及 ん で ゐ るの で あ り ます。
今 や 私 は ペ ル テ ロ ー先 生 に よつ て 築 き上 げ られ?二熱 化 學 の 大 殿堂
が其 の 後 段 々 と垉 築改 築 され て 今 日の立 派 な る熱 化 學 が 出 來 上 つ ナニ
事 の 大 略 を 述 べ終 り ま し九。
實 に偉 人 の 業績 は驚 くべ き もの で あ わます。 今 日吾 々 ペ ル テ ロー
の 法 則 を 聞 か され て もさの み も驚 き も しませ ん。 然 し當 畤 な ほ極 め
τ 實驗 的 事 買 の 少 な か つ 光 際 ベ ル テロー 先 生 の 大 逵 見 は 實 に先 生 の
大 事 業 とな つ て科 學 の 歴 史 に不 滅 の 業績 を殘 され 九の で あ ります1
佛 の大 哲 學 者Bergs。nは申 しま しt:。事 物 の眞 相 に逹 す る に は分 析
方 法 の み で は い け な い。 別 に直 覺 の 力 に よ らな けれ ば駄 目で あ る と・
このBergsOuの直 覺 と云 ふ は吾 人 の 椅 神生 活 の 中 自 然 法則 以 上 の
Cbeeativeのカ の あ る事 を逋 ぺた の で 科 學 的 の 研 究 とは別 で あ ります
か ベ ル テ ロー先 生 の 研 究 の 態 度 を見 る とや は り其處 に直 覺 が 働 いて
ゐ る樣 に見 え ます。 其 に よつ て ぺ幽ル テ ロー先 生 は只 今 蓮 べ 牝 熱 化墨
以 外 に 此 か らの諸 講 演 に蓮 べ られ る色 々化 學 の 基礎 に な る諸 方 面 の
一(講 満、一
邑
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(堀場信吉)哩 ルテローの熱化學 より現代の熱化學へ lii7
偉 大 な る研究 を 致 され た の で あ る と思へ ます。
ベル テ ロー 先 生生 れ て 今 や 百 年,百年 の歳 月 は決 して短 か くは な い。
其 のPu79:.へす 幾 多 の學 究 が 幾 多 の研 究 を して 自然 の 眞 理 を島 明か に
して 來 ナニと云 へ 宏 大 な る 自然 の 沈默 は永 運 につiく 樣 に見 へ ます,
吾 等 自然科 學 研 究 に志 す ものNテ ロー先 生 の 後 に從 ひ自分 の力 の
隈 りに於 て 自然 の 秘 密 の 扉 を 幾 分 で も開 く事 に勉 め た い と思 ひ ます.
一(講 演)一
.一一 _
